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セキスイオアシス㈱ 創業の背景と目的

【背 景】

『60年以上に渡り安全・安心・快適に住まえるセキスイハイム』

• 介護が必要になっても住み慣れた自宅に住み続けることを可能にしたい。

【目 的】

• 超高齢社会における住まいと暮らしを提案するために、

在宅介護サービスのノウハウを取得する。
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セキスイオアシス㈱の紹介

2004年にセキスイハイムの新規事業として、
在宅介護サービス事業所『オアシスセンター』を名古屋で開業。

【事業内容】
１）デイサービス(①一般型 ②予防型 ③自立型)
２）小規模多機能型居宅介護
３）居宅介護支援
４）福祉用具貸与・販売
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サービスの変遷

【介護：オアシスセンター】
デイサービスの機能を分け、自立～
要介護５の幅広い対象像が顧客。
高齢期のライフステージ別の住まいと
サービスの在り方を検証、把握する。

【住まい：ハイムガーデン熱田】
要支援をメイン入居者とするサ高住。
バリアのある自宅と独居の不安から要
介護状態になることを防ぐ早めの住替
え先。安全で外出しやすい住環境と
『話食動眠』の運営で介護予防を図る。

【医療調整：在宅療養支援センター】
在宅復帰患者、ターミナルの高齢者が対象。
訪問看護、療養デイサービスを医療職中心に提供。
急性期病院、在宅医との連携を強化・拡大し、
『自宅で最期まで』を実現する。

2004年～

2016年～

2017年～
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セキスイオアシス㈱の三位一体体制

セキスイオアシスは、『住まい・介護・医療管理』の連携で
高齢期の暮らしを支えます
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セキスイハイムグループの高齢者事業

小規模多機能型居宅介護運動型デイサービス

デイサービス

健康維持 介護予防 介護対応

地域サロン

居宅介護支援

訪問看護

サービス付き高齢者向け住宅

訪問介護 訪問入浴

介護付有料老人ホーム

健康クラブ

暮
ら
し

住
ま
い

高齢期の３ステージに渡って、安心な暮らしと住まいを実現

リフォームによる自宅の整備

グループホーム
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在宅介護の現場を通して見えたこと

１．住まいが原因で、要介護になる高齢者

２．住まいが原因で、介護負担が高まる家族

いかに、要介護化を防ぐか。
『健康寿命』をいかに伸ばすか、
そのために必要なことは？
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高齢期における早めのリフォームの重要性

実は、住み慣れた自宅が危険！
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高齢期における早めのリフォームの重要性

『自宅に住み続けたい』が、６割強。

■身体機能が低下した場合の居住場所の希望
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高齢期における早めのリフォームの重要性

愛着のある土地と我が家に住み続けるには？

判断力 整理整頓力

慣れる力

３つの力があるうちに、自宅を整えるほうが楽。
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高齢期における早めのリフォームの重要性

健康寿命を伸ばし、ライフステージを安心して住み続けられる自宅に

今の生活をより豊かに、楽しく、そして、
将来対応まで見越した『終のすみ家』に！
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高齢期の早めのリフォームのポイント

内窓によるペアガラス
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高齢期の早めのリフォームのポイント
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高齢期の早めのリフォームのポイント

脳血管疾患の原因のひとつ『ヒートショック』とは？

家庭内事故の第１位『入浴中の溺死』が起きる現象
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６０歳以上の温熱リフォーム実施効果

段差だけでなく、暖差がないことはストレスをなくす



15

６０歳以上の温熱リフォーム実施効果

身体面だけでなく、精神面でも効果がある
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高齢期の早めのリフォームのポイント

『外出しにくい家』は自宅に住み続けることをあきらめる大きな理由に。

外出は様々な疾病を予防し、たとえ、車いす利用になっても、

社会交流をあきらめずに暮らすことができます。

【グラフ】新潟県Y町で６５歳以上の高齢者を対象に２０００年から２年間追跡
【出 典】東京都老人総合研究所発行「第９３・９５回老年学公開講座 老化防止第三のキーワード!」より

１日１回以上
（９５５人）

２、３日１回以上
（１２８人）

１週間に１回以下
（４６人）

１．０倍

１．７８倍

４．０２倍

■外出頻度と歩行障害発生のリスク ■外出頻度と認知症発生のリスク

１日１回以上
（９１２人）

２、３日１回以上
（１２５人）

１週間に１回以下
（４９人） ３．４９倍

１．０倍

１．５８倍
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高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

住宅(ハード)と介護(ソフト)の融合による人材教育研修を実践

http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
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高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

オアシス介護現場研修の目的

「観る」「聴く」「触る」を主体とした

現場体験を通じて

高齢者の暮らしを直感的・実践的に理解する。

その理解をベースに、リフォーム提案に向けた

暮らしから住まいを考えるための

視点と分析方法を知る。2

１
ステップ

ステップ

まず、高齢者を知ることから始まり、リフォーム提案の思考づくりへ。
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オリエンテーション
●高齢者の自立支援とは

午
前

午
後

【１日目】 【２日目】 【３日目】

●移動・移乗動作（杖・歩
行器・車椅子等）の理解とそ
の介助
●日常生活動作（入浴・排
泄・食事等）の理解と介助
●高齢者との会話

●外出環境の実態把握

一般型デイサービス

送 迎

●外出環境の実態把握

送 迎

●外出環境の実態把握

送 迎

●認知症の理解と対応
●認知症の環境配慮
●日常生活動作とその介助
（食事・排泄・入浴・移動等）

小規模多機能

●要支援状態の理解
●介護予防の支援
●介護予防ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの実施

介護予防デイサービス

●自宅への訪問同行
●自宅の生活環境を理解
●サービス内容の理解

訪問看護

●情報収集と分析法
●暮らしと住まいの
アセスメントの実践

演 習

●福祉用具の実習

実 習

研修カリキュラム

多様な介護場面の同行・実践で、高齢者の実態を『観る・聞く・触れる』

高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
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研修の様子
【デイサービスにおける、入浴、排泄、食事、移動の介助を実践することで、高齢者の心身状況を知る】

【在宅介護に必要な福祉用具を使ってみることで、住宅の空間設計に活かす】

自宅でも使われるリフトを体験

車椅子で段差を乗り越える
体験 浴室での効果的な手すりの使い

方を体験
車椅子で利用しやすいトイレを体験

高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
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研修前後で、リフォームの提案内容の幅が拡がる

【最終日の演習内容：60歳以上の顧客や親族の自宅プランと現在の基本情報を基に、
要介護２になった際の提案すべきリフォーム内容を受講前に書き込み、受講後に再度提案内容を見直す。

高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
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■社内認定資格授与 ：

『介護と住まいの相談員』資格が全てのカリキュラム

(レポート含む)を修了すると授与される。

■受講数(2010年～2018年度) ： ６５８名

職種：リフォーム営業、新築営業、設計、ｲﾝﾃﾘｱｺｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、開発、企画 等

研修の効果

■受講生の声(優秀営業表彰全国第2位の営業担当) ：

好成績につながった理由の一つが、オアシスセンターの介護現場にて体験実習を受けたことです。研修後
は今のお客様の細かい生活スタイルと、この次の高齢期の状態を想定して提案できるようになりました
ので、提案の幅が広がり、提案にも説得力がつきました。

■研修効果 ： 受講生の５割が、受講後に契約がアップ。

高齢期の適切な住まいを提案できる人材づくり

http://www.harmonate.sekisui.co.jp/kaigo/000health_mente/training/image/day2.jpg
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『高齢期の早めのリフォーム』推進における課題

１．消費者サイド：主体的に高齢期を考える（死生観の醸成）
①高齢期のライフプランがない。成り行き任せ、必要になった時の対処療法。
②子供と今後について話し合っていない、意見の相違による先延ばし。

２．国、行政サイド：国民への啓発と住宅と福祉の連携促進
①国民の行動変容を促す啓発活動（医療・介護保険料の抑制へつながる）
②住宅と福祉の連携、窓口の明確化

３．民間企業サイド：適切なスキルを持つ人材教育、他業種連動
①高齢期の生活に適した住まいの提案ができる人材の輩出。
②一企業の取組みではなく、他社、他業種(福祉等)との協業。
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国土交通省『高齢期の早めの住まいの改修ガイドライン』策定


